
 

 

第１１５回 ファジィ学会理事会議事録 

 

日時：平成１３年３月１６日（土）１１：００から１６：３０ 

場所：青山学院大学 

（第７期第５回理事会） 

出席者： 廣田、椎塚、鬼沢、山田、戒野、古橋、高木、横川、山口（記） 

欠席者 湯場崎、柴田 

 

（議事） 

１．スケジュールの確認：総会の件、および次回理事会について 廣田 

６月８日 青山学院大学 で実施。次回理事会も開催予定。 

 

２．議事録について（資料１１５－１）山口  

多少の表現を修正のうえ、１１４回議事録を承認。 

 

３．会計報告 （資料１１５－２）山田 

予算の計画との対比をもちいて詳細に説明。 

各方面に、利益体質になるように、努力する。つねに２０％程度利益となる感覚が必要。 

事業補助金を考えなければ、約１００万プラスとなる。 

（ただし補助金１２０万程度が必要） 

１４年度の見通しでは、会員収入の減少が考えられる。 

国際シンポジウムの収入が重要な要素となる。 

推薦による論文投稿の増加をすすめる。 

会誌の印刷費などは、論文数により変動することをご承知おきください。 

まとめ：案に対し、収入の厳選、支出の厳選、赤字にならないような方向ですすめる。 

５月連休まえに決定。 

 

４．事業報告 柴田・欠 （廣田会長から柴田理事へ連絡） 

事業報告は事務局へ集めることになっている。締め切りは４月上旬となっている。 

総会資料のまとめと評価を実施する必要がある。 

 

５．産業界交流の件 （資料１１５－３）湯場崎・欠 （廣田会長、代理説明） 

湯場崎副会長のご努力で、交流会の収支があがった。とても有意義な交流会であった。 

講師の人選が大変よろしかった。入会者も増加した。「知識獲得は関東、創造誘発は関西」 

でもあり、湯場崎副会長に今後ともご尽力をお願いする。次回も企画をお願いしたい。 

別件：関西支部と本部事業委員会との連携・交流の必要性。 



 

 

 

６．横断型学会連合の件 （資料１１５－４－１） 古橋 

木村 SICE 代表から、横断型学会の連合、研究推進センター、JABEE の件、提案あり。 

科研費の提案でシステム関連学会の連合が必要。３月２０日までに提案（案：１ページ）。 

SICE 主導の２０学会を見ると、目的が合致している。 

科研費の申請枠などもとれる可能性があり、積極的に参加していくべきである。 

ソフトコンピューティングという言葉もあり、期待できる。 

デメリットも少ないようなので、参加する方向で進める。委員は古橋先生にお願いする。 

本提案に修正などが必要な場合は古橋先生が対応する。 

 

７．JABEE の件 （資料１１５－４－２） 古橋 

学会連合に都合がよくなるような、JABEE の審査分野を提案していく。 

３月 25 日の会議への出席を戒野先生にお願いする。 

SICE の視点からの例が載っており、その修正をお願いしたい。 

 

８．電子メディア （資料１１５－５） 戒野 

4 月からメーリングリストを運用する。 

はじめの段階は、議論の場として運用、その後、ニュース、連絡用に進化していく。 

電子メディア委員会で、送付内容、ウィルスチェックを行う。 

学会名を表に出す場合は、リスクをよく考慮するべきである。 

上記、リスクを考慮し、学会有志の運営として、試験的に実施する。 

バナー広告により、ホスティング費用をまかなう方向ですすめる。 

ただし、広告については審査を実施する。 

今後、法人会員へバナー広告への提案を行う。 

法人会員へのリンクは、許可する方向ですすめる。 

学会定款などはすでに HP 上へアップしている。 

今後名簿管理なども HP 上での管理を検討していただきたい。 

（現在、名簿は村井先生が作成中、今後は、山田理事が引き継ぐ） 

山田理事は、名簿の電子化も含めて、検討する。 

法人へのリンクサービス、バナー広告などの連絡を、湯場崎副会長へ連絡する。 

 

９．フェローの件 （資料１１５－６－１，2） 椎塚 

         （資料１１５－６－３） 

資料 115－6－3 を学会誌に載せ、学会への貢献を要重視することを示す。 

推薦書（資料１１５－６－１，２）の説明。 

電子情報通信学会の推薦書をベースに、ファジィ学会用を作成する。 



 

 

被推薦者の用件を明確化する。（学会会員？年以上、専門分野？年以上） 

フェローは名誉の称号である点を示す説明を準備する。 

推薦書式などは HP からダウンロード出来るようにする。 

１０月の国際会議でフェローを表彰するスケジュールで進める。 

会員資格ではなく、称号として扱う。 

 

10．実施賞の件 （資料１１５－６－４） 椎塚 

資料に、実施賞を追加し、5章として修正案を示す。 

 

11．学会誌購読の件 （資料１１５－７） 廣田 

１３件もの学会誌購読があり、今後は、鬼沢理事が拡販に勤める。  

 

12．IFSA ミーティングの件 廣田 

IFSA ミーティングへの参加は、会長代理で古橋理事が参加する。 

 

13．会誌の件 （資料１１５－８） 鬼沢 

資料に示すように報告する。 

 

以上。 


